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神奈川県小田原市における
コウノトリ Ciconia boyciana の観察記録

加藤ゆき・川合英利・重永明生

Yuki Kato, Hidetoshi Kawai and Akio Shigenaga: An observation record of 
Oriental stork Ciconia boyciana, at Odawara City, Kanagawa, Japan

緒　言

　 コ ウ ノ ト リ Ciconia boyciana は コ ウ ノ ト リ 目
Ciconiiformesコウノトリ科 Ciconiidaeに属する全長 110 
cm，翼開長 200 cmの大型の鳥類で，国の特別天然記念
物に指定されている。ロシアの極東南部と中国の東北部
で繁殖し，中国の主に揚子江中流域や韓国，台湾，日本
等で越冬する（大迫 , 2014）。本種は世界的に個体数が
少なく総生息個体数は 1,000–2,500羽程度と推定され，
IUCNのレッドリストで Endangeredと評価されている
（IUCN, online）。また，環境省が発表したレッドリスト
2020では，絶滅危惧Ⅰ A類に選定されている（環境省 , 
online）。
　コウノトリは，かつて日本では一年を通して見ること
ができる留鳥で，江戸時代の諸国の物産帳や図譜等の記
録（大迫 , 2012）によると，東北地方から九州地方まで
広く繁殖していたと考えられている。しかし明治時代に
入り，一般人による狩猟の影響や生息環境の悪化に伴い
生息数は激減した。その後，非狩猟鳥や天然記念物に指
定され生息数は増加したが，第二次世界大戦中の営巣木
の伐採，戦後の有機水銀を含む農薬使用の影響によって
生息数は再び減少し，1971年には最後の野生個体が捕獲
され日本での野生個体群は絶滅した（大迫 , 2012）。そ
れ以降は，大陸から迷行したと考えられる野生個体が各
地で記録されている（日本鳥学会 , 2012）。
　一方で，飼育による生息数増加の試みは 1951年以降，
神戸市立王子動物園をはじめ東京都恩賜上野動物園，大
阪市天王寺動物園等で進められてきた。当初はまったく
雛が生まれなかったが，1988 年に東京都多摩動物公園
が日本で初めて繁殖に成功した。1989年には兵庫県が，
友好関係を結んでいた旧ソ連のハバロフスク地方から寄
贈された個体を使って繁殖に成功した。以後，大阪市天
王寺動物園等も含め，国内での飼育施設では順調に個体
数を増加させている（大迫 , 2012）。
　兵庫県では飼育下での生息数の増加を受け， IUCN 

guidelines for re-introductions（IUCN, 1998）に準拠してコ
ウノトリの野生復帰事業をすすめ，飼育施設で繁殖をさ
せた個体を 2005年から野外に放してきた。2008年には
放鳥個体の野外での繁殖も確認され，2020年 10月 13日
現在，豊岡市を中心に全国各地で 221羽が確認されてい
る（兵庫県立コウノトリの郷公園 , online）。
　今回，栃木県小山市の人工巣塔生まれのコウノトリ 1
羽を神奈川県小田原市の酒匂川で観察したので，ここに
報告する。なお，確認場所の周辺地域では過去に本種の
確認情報があり，今後も飛来の可能性がある地域だと考
えられる。本種はカメラマンやバードウォッチャーに人
気が高く，飛来時には多くの観察者や撮影者が集中する
ことも多く，地域住民に迷惑がかかり対象個体にもスト
レスを与える恐れがあるため，詳細な地名は明らかにせ
ず河川名の記載にとどめる。
　本報告に掲載した画像は，すべて神奈川県立生命の星・
地球博物館の鳥類アーカイブズ資料（KPM-NQB）とし
て登録した。

結果と考察

種の同定と観察状況
　観察初日である 2020年 10月 14日午後 4時 10分頃，
筆者の一人である川合が酒匂川の低水敷で大型の鳥類 1
羽を発見した。頭部から体の上面と下面にかけて白色で
風切羽が黒色，足が長く赤色であった。これらの特徴を
持つのはコウノトリまたはシュバシコウ Ciconia ciconia
であるが，嘴が太く黒色であることからコウノトリと同
定した。観察は双眼鏡及び望遠鏡で行い，撮影機材を持
ち合わせていなかったため画像記録を撮ることができな
かった。発見時，低水敷の中州でカラス類にまとわりつ
かれていたが動じていなかった。その後，小さく飛翔し
ダイサギ Ardea albaやコサギ Egretta garzetta，アオサギ
Ardea cinerea等のサギ類とカワウ Phalacrocorax carboが
群れをなしている別の中州に移動した。サギ類やカワウ
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図 1．酒匂川でサギ類とともに休息をするコウノトリ．KPM-NQB 710．2020 年 10 月 15 日，小田原市，重永明生撮影．

図 2．中州で休息するコウノトリ．本個体の中雨覆の一部には幼鳥の特徴である黒色（〇）が見られた．KPM-NQB 709．2020 年 10 月
15 日，小田原市，重永明生撮影．
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は飛び立たなかったものの，羽繕い等をしながらゆっく
り動く本個体を中心に，同心円を拡げるように歩きなが
ら遠ざかっていった。コウノトリは羽繕い等をしながら
ゆっくり動いていた。午後 4時 40分頃，暗くなってき
たので観察を終了した。この時，本個体は中州で休息を
していた。この個体には，右脚に赤と青，左脚に黒と緑
のカラーリングがつけられていた。
　筆者の一人である重永は前述の情報を参考に探索し，
翌日 10月 15日午前 5時 30分に約 80羽のダイサギやチュ
ウサギ Ardea intermedia，コサギ，アオサギと共に酒匂川
の低水敷で休息しているコウノトリ 1羽を発見した（図
1; KPM-NQB 710）。この個体には，前述と同様のカラー
リングがつけられていた（図 2; KPM-NQB 709）。ここは，
川合が 14日に本種を観察した場所とほぼ同じであった。
この個体は時々羽繕いを行い，午前 6時頃には低水敷か
ら上流に向かって探餌しながら歩いて移動した。その後，
飛翔による移動や歩行しながらの探餌を行った。探餌は
頻繁に行っていたが，飲み込み行動は一度も観察できな
かった。午前 6時 50分頃に中州へ移動し，木の枝を嘴
でくわえて上に放り投げるという動作や休息，羽繕いを
繰り返し行った。午前 8時頃に中州から飛んで右岸河原
へと移動し，加藤が観察に加わった午前 8時 10分頃に
は同所で羽繕いを継続して行っていた。そして午前 9時
頃に河原から飛び立ち，旋回しながら上昇し下流へ移動，
そのまま南南西方向に旋回飛翔し，午前 9時 15分頃に
建物に遮られ姿を見失った。その後，重永が酒匂川や周
辺農耕地，早川河口等を見回ったが，確認することはで
きなかった。川合も午前 7時 30分頃に同地に行き河原
に立つ本種を確認したが，午後 4時 10分頃に再度行っ
た時には確認できなかった。
　10月 14日と 15日に確認された個体は，カラーリング
により同一個体であることは明らかである。確認した滞

在期間は 10月 14日午後 4時 10分頃から 15日午前 9時
15分頃まで，14日夕方と 15日早朝ともに確認した低水
敷をねぐらとして利用したと思われる。

個体の特徴と由来
　今回観察された個体の風切羽は，初列から三列に至る
まで茶褐色がかった黒色，中雨覆の一部に黒色が入り，
脚全体がくすんだ赤色をしていた（図 2）。以上の特徴か
ら，当年生まれの幼鳥と判断した（松本私信 ; 兵庫県立
コウノトリの郷公園 , online）。また，脚にカラーリング
を付ける標識方法は，鳥類を野外で個体識別をするため
に導入される手法である。埋め込み式のマイクロチップ
や施設名を記した金属製の足環等で管理されている動物
園等の飼育由来の個体とは考えにくい。そのため，前述
の野生復帰事業による個体と推測した。
　放鳥個体情報を管理している兵庫県立コウノトリの郷
公園が公開している「足環カタログ」によれば，前述の
特徴を持つのは栃木県小山市の人工巣塔で 2020年 5月
30日に生まれたオスの幼鳥個体で，「J0329」である（兵
庫県立コウノトリの郷公園 , online）。そこで，目撃情報
を同公園に写真とともに送付したところ，この個体は
「J0329」である旨の返信をいただいた。コウノトリ市民
科学（online）によると，本個体は 2020年 10月 11日に
栃木県小山市で確認されており，同腹の「J0328」ととも
に水田で採食していたとの報告が見られる。その後，10
月 26日に兵庫県明石市の住宅地にある鉄塔で観察され
た。
　「J0329」は，千葉県野田市で放鳥された「J0128」と徳
島市の巣塔生まれの「J0181」との間に生まれた個体で，
2005年 9月に兵庫県豊岡市のコウノトリの郷公園で最初
に放鳥された「J0296」の第 3世代にあたる個体である（図
3）。

図 3．J0329 の系譜．兵庫県立コウノトリの郷公園（online）を参考に作成．
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表 1．2020 年 10 月 1 日現在の神奈川県でのコウノトリの確認状況．野田市（online）による情報は，公開されている地名をそのまま記した

確認日 場所 羽数 由来と個体番号 引用

2014/3/6 湯河原町吉浜 1 放鳥由来・個体番号不明 加藤（2016）

2014/10/12–15
藤沢市今田
横浜市泉区・戸塚区 1 豊岡市で放鳥・J0481 宮地（私信）

日本野鳥の会神奈川支部（2020）
2015/9/16 厚木市岡田 1 野田市で放鳥・J0115 大橋（2015）

2015/9/16 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市（online）

2015/9/17 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市（online）

2015/9/22 鎌倉市稲村ケ崎 1 不明 日本野鳥の会神奈川支部（2020）

2015/9/28 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0115 野田市より情報提供

2015/9/30 鎌倉市稲村ケ崎 1 野田市で放鳥・J0117 日本野鳥の会神奈川支部（2020）

2015/9/30 秦野市 1 野田市で放鳥・J0117 タウンニュース秦野版（2015年10月8日号）

2015/10/1 南足柄市付近 1 野田市で放鳥・J0117 野田市（online）

2016/10/25 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2016/10/25–11/1 伊勢原市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市より情報提供

2016/10/31 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2017/12/4 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2017/12/5 小田原市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2018/2/13 川崎市付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2018/2/18 小田原市 1 豊岡市巣塔生まれ・J0158 タウンニュース箱根・湯河原・真鶴版
（2018年 3月 10日号）

2018/3/15 平塚市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/3/15 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/3/22 横浜市 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/7/11–8/14 伊勢原市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市より情報提供

2018/9/13 平塚市・寒川町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/9/13 横須賀市付近 1 野田市で放鳥・J0189 野田市（online）

2018/9/17 厚木市・相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/9/17 大和市付近 1 野田市で放鳥・J0189 野田市（online）

2018/10/15 開成町・松田町付近 1 野田市で放鳥・J0128 野田市（online）

2018/10/18 厚木市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2018/10/21 三浦市付近 1 野田市で放鳥・J0117 野田市（online）

2018/11/2 海老名市付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市（online）

2019/1/22 逗子市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/17 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/19 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/2/20 開成町付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/4/1 相模原市付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）

2019/4/1 小田原市付近 1 野田市で放鳥・J0116 野田市（online）

2019/9/19 開成町・大井町付近 1 野田市で放鳥・J0155 野田市（online）

2020/2/3 横浜市港北区付近 1 野田市で放鳥・J0127 野田市（online）
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まとめ
　神奈川県では，2014年に湯河原町で本種 1羽が確認さ
れて以降，観察記録が少しずつ増えてきている（大橋 , 
2015; 加藤 , 2016; 日本野鳥の会神奈川支部 ,2020; コウノ
トリ市民科学 , online）。また，野田市で放鳥された個体
はアルゴス衛星追跡システム（PTT）により移動をモニ
タリングされており，飛翔による長距離移動をしないと
推測される早朝または夕方に確認された地域を市町村単
位で公開している（野田市 , online）。それらのデータを
合わせると 2020年 10月 1日現在，県内では 37例の滞在
及び飛翔が確認された（表 1）。これらのうち，同一個体
が同一地域で継続して観察されたのは 3例で，2014年 10
月 12日から 15日にかけて境川流域に点在する今田遊水
地（藤沢市），下飯田遊水地，俣野遊水地（いずれも横浜市）
を「J0481」が利用した観察例が報告されている（宮地私信 ; 
日本野鳥の会神奈川支部 , 2020）。その後，PTT情報によ
り伊勢原市周辺で「J0155」が 2016年 10月 25日から 11
月 1日までと 2018年 7月 11日から 8月 14日にかけて確
認された（野田市より情報提供）。
　また，鎌倉市や厚木市，秦野市で飛翔による移動途
中の個体が確認されている（日本野鳥の会神奈川支部 , 
2020; コウノトリ市民科学 , online）。これらのほか，個人
のブログ等に写真とともに観察記録がみられるが，滞在
期間については触れられていない。野田市（online）に
よると，滞在記録（表 1）以外にも，地域間の移動の際
に県内を通過している個体がいると推測される。しかし，
現在のところ県内での越冬や繁殖の報告はない。
　放鳥された個体のなかには移動先に定着し，繁殖を行
うものも報告されている（兵庫県立コウノトリの郷公園 , 
online）。江崎（2019）は本種の野生復帰の必須要件として，
生息地での餌の確保を挙げている。本種は主に肉食性で，
河川や水路，水田，草地等において魚類や両生類，爬虫
類のほか，昆虫やミミズといった小動物など水生・陸生
を問わず，口に入る動物であればほぼ何でも捕食する（田
和ら , 2016）。実際に，2014年に境川周辺の遊水地に滞在
した「J0481」は，今田遊水地にあるビオトープで魚類や
哺乳類，アメリカザリガニ，ミミズ等を捕食した（宮地
私信）。
　これまでの県内への飛来状況から，コウノトリが相模
川や酒匂川，境川といった河川や周辺の農耕地を生息候
補地として認識している可能性は高い。神奈川県内で本
種が定着できるのに十分な餌資源を有する地域の有無に
ついては、現時点で議論できる材料は少ないが，今後の
飛来状況の蓄積によってそうした点も明らかになると考
えられる。
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